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そ
の
他
の
掲
載
記
事

◎
地
域
と
共
に
歩
ん
だ
軌
跡

◎
C
I
V
I
C 

N
E
W
S

◎
ま
ち
の
わ
だ
い

◎
え
び
の
気
質
「
前
原
莉
沙
さ
ん
」

◎
う
ま
か
も
ん
「
コ
メ
テ
ィ
ー
ヤ
」

一
人
で
悩
ま
な
い
で

誰
か
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
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宮
崎
県
で
は
年
間
３
０
０
人
以
上
の
人
が

自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
西

諸
地
区
は
県
内
で
も
一
番
高
い
自
殺
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
※
自
殺
率
：
人
口
１
０

万
人
対
の
自
殺
者
数
）

え
び
の
市
で
も
平
成
22
年
ま
で
の
10
年
間

に
１
５
９
人
が
自
殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で

す
。
地
域
で
お
互
い
に
支
え
あ
う
気
持
ち
を

大
切
に
自
殺
予
防
の
こ
と
に
つ
い
て
み
ん
な

で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
殺
既
遂
者
に
対
す
る
調
査
か
ら
は
、
う

つ
病
等
の
気
分
障
害
が
と
く
に
重
要
な
自
殺

の
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
で
の
自
殺
対
策
に
お
い

て
も
、
そ
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
の
は
う
つ

病
対
策
で
す
。

近
年
、
こ
こ
ろ
の
病
気
に
な
る
人
た
ち
は

急
増
し
、
国
内
の
患
者
数
は
3
0
0
万
人

以
上
に
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
は
自
分
に
は
無
関
係
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
自
分
に
も
関

係
の
あ
る
問
題
と
し
て
、
こ
こ
ろ
の
病
気
を

理
解
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
、
気
持
ち
が
落
ち
込

ん
だ
り
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
の
は
誰
に
も
あ
る

こ
と
で
す
。
つ
ら
い
と
き
、
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
と
き
に
眠
れ
な
か
っ
た
り
、
食
欲
が
な

く
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た

症
状
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
こ
ろ
の
病

気
と
は
必
ず
し
も
言
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
特
に
理
由
も
な
い
の
に
気
持
ち

が
不
安
定
に
な
る
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
不
調
が

長
く
続
く
場
合
は
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
も
か
ら
だ
の
病
気
と
同
じ

よ
う
に
、
早
期
発
見
、
早
期
対
処
が
大
切
で

す
。
早
め
に
適
切
な
治
療
や
社
会
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
る
ほ
ど
、
回
復
し
や
す
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
自
分
で
は
症
状
に
気

づ
き
に
く
い
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
皆
さ

ん
の
周
囲
に
、
以
前
と
比
べ
て
様
子
が
異

な
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
気
に
な
る

症
状
が
長
く
続
い
た
り
、
生
活
面
で
の
支
障

が
出
て
き
て
い
る
場
合
に
は
、
早
め
に
専
門

機
関
に
相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

下
の
こ
こ
ろ
の
天
気
予
報
で
あ
な
た
の
こ
こ

ろ
の
病
気
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
機
関
や
支
援
機
関
が
あ
り
ま
す
。「
こ

こ
ろ
の
病
気
か
も
…
」「
仕
事
を
始
め
た
い

け
れ
ど
、
病
気
の
こ
と
も
心
配
…
」
な
ど
、

ど
う
し
て
い
い
の
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
健
康
面
や
医
療

面
で
の
悩
み
、
仕
事
の
こ
と
、
住
ま
い
や
生

活
面
、
経
済
面
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
先
が
あ
り
ま
す
。
一

人
で
抱
え
ず
に
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の
病
気
は
、誰
で
も
か
か
る
病
気

心
の
病
気
は
早
め
の
対
処
が
大
切

＊こころの天気予報＊

＊うつチェック＊

あなたや周りの人のこころの天気をチェックしてみましょう

チ ェ ッ ク し た 数 の 合 計 は 何 点 ？
◇ 13 点～ 25 点：現在のところ問題はありません。今後も定期的にチェックしましょう。
◇ 0点～ 12 点：少しこころが疲れ気味かもしれません。次の「うつチェック」をしてみましょう。

最近 2週間の私は 毎日 ほとんど
毎日

半分
以上

半分
以下

ほんのた
まに

全く
ない

明るく、楽しい気分で過ごした 5 4 3 2 1 0
落ち着いた、リラックスした気分で過
ごした 5 4 3 2 1 0

意欲的で、活動的に過ごした 5 4 3 2 1 0

ぐっすりと休め、気持ちよく目覚めた 5 4 3 2 1 0
日常生活の中に興味のあることがたく
さんあった 5 4 3 2 1 0

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
は
大
丈
夫

一
人
で
抱
え
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う

あなたのチェックした数の合計は 点

結 果 を 見 て み ま し ょ う
上のうつチェック表で結果へとなった人は、「それらが 2週間以上、ほとんど毎日続く、毎日の生活に支障
が出ている」場合は、うつの可能性があります。
かかりつけ医か最寄りの相談窓口へご相談ください。

一人で悩まないで
誰かに話してみませんか

最近 2週間の私は チェック

毎日の生活に充実感がない

2項目以上あてはまる場合は結果へ

これまで楽しくやれていたことが楽しめなくなった

以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる

自分が役に立つ人間だと思えない

わけもなく疲れたような感じがする

死について何度も考えたことがある
1項目以上あてはまる場合は結果へ

気分がひどく落ち込んで、自殺について考えることがある

最近ひどく困ったことやつらいと思ったことがある あてはまる場合は結果へ

絵：宮崎県心の健康原画募集　最優秀賞作品
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誰にでもできる自殺対策
　西諸地域は、県内でも自殺対策に一番早く取り組ん
でいる地域です。現在では、たくさんの人が「自分
たちのできることから」と、さまざまなことに取り
組んでいます。
　死にたいと考える人の話を聞くことがありますが、
「さびしい」、「孤独だ」といった言葉を多く聞きます。
孤独感を感じさせない、お互いを気づかう地域にみ
んなでつくっていきましょう。気になる人から相談
を受けた人は悩まないように、自分自身が悩んだ時
には、こころの相談窓口に早めに相談してください。

村岡涼子保健師
小林保健所疾病対策担当

I n t e r v i e w

窓　　口 電話番号
えびの市健康保険課
（月～金　8：30 ～ 17：00） 35-1111

小林保健所疾病対策担当
（月～金　8：30 ～ 17：00） 23-3118

こころの電話
（月～金　9：00 ～ 19：00） 0985-32-5566

NPO法人宮崎自殺防止センター
（水・金・日　20：00 ～ 23：00） 0985-77-9090

自殺防止電話「ライフネット宮崎」
（月・火・木・土　19：00 ～ 23：00） 0985-28-2555

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
、

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と

【うつ病とは】
うつ病とは、ひどく落ち込んだり、楽しみを感じられなくな
り、日常生活に支障をきたす病気で、さまざまなストレスに
より脳が障害を起こしている状態です。決して、「弱い」から
でも「怠けている」のではなく、誰でもかかる可能性があり
ます。

【症状は】
気分が重く沈む、何をやっても楽しくない、眠れない、食欲
がないなどの症状があります。回復期に自殺が起こること
が多い病気です。少し元気になった後も、本人のペースが保
てるよう、見守ることが大切です。

【治療は】
病院での薬による治療が第一となります。ただし、こころと
体を休めることも必要なのです。職場や家庭でも環境を整
えていくことが大切です。

【周囲はどうしたらよいか】
周囲は、励ましたり、焦らしたりしないで、本人がゆっくり
と治療に専念できる環境を整えることです。無理に気分転
換を勧めたりせず、いつも通り接することが大切です。

【予防は】
自分のストレスに気づき、自分にあった解消法でため込ま
ないことが大切です。悩みは、誰かに相談して一人で抱え込
まないことが大切な予防の一つとなります。

うつ病について

自
殺
の
背
景
に
は
、
い
く
つ
も
の
複
数
の

要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

き
っ
か
け
（
例
え
ば
、配
置
転
換
、事
業
不
振
、

身
体
疾
患
、子
育
て
の
悩
み
、い
じ
め
な
ど
）

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
経
済
問
題
、
人
間
関
係

や
家
族
関
係
等
暮
ら
し
の
問
題
に
転
化
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
個
々
の
心
の
問
題
へ
転
化
さ
れ
て

い
く
。
こ
の
連
鎖
の
そ
の
末
に
、
心
理
的
に

自
殺
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
い
く
、
と
い
わ
れ

ま
す
。

「
死
に
た
い
」
ほ
ど
悩
ん
で
い
る
ひ
と
は

複
数
の
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
ひ
と
つ
の
窓

口
だ
け
で
は
全
部
の
問
題
を
解
決
で
き
な
い

と
い
う
限
界
が
あ
り
ま
す
。
支
援
体
制
の
整

備
な
ど
の
社
会
的
な
取
り
組
み
は
確
か
に
重

要
で
す
。
そ
れ
に
加
え
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、

自
分
の
心
の
健
康
づ
く
り
を
意
識
し
て
行
い
、

ス
ト
レ
ス
や
問
題
を
抱
え
込
み
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
各
種
ス
ト
レ

ス
等
が
主
原
因
と
な
っ
て
お
こ
る
心
の
風
邪

と
も
い
わ
れ
る
「
う
つ
」
は
生
涯
に
15
人
に

１
人
は
経
験
す
る
と
い
う
病
気
で
す
。
多
く

の
場
合
、
早
め
に
気
づ
き
治
療
す
る
こ
と
で

回
復
し
ま
す
。

「
死
に
た
い
」
と
考
え
て
い
る
人
も
、
心

の
中
に
は
「
生
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
と

の
中
で
、
激
し
く
揺
れ
動
い
て
お
り
、「
死

に
た
い
」
と
い
う
直
接
的
な
言
葉
だ
け
で
な

く
「
眠
れ
な
い
」「
生
き
る
の
に
疲
れ
た
」

と
い
っ
た
間
接
的
な
言
葉
や
、
酒
量
が
増
し

た
り
、
あ
え
て
健
康
を
損
な
う
よ
う
な
危
険

な
行
動
を
と
っ
た
り
と
い
っ
た
自
殺
の
危
険

を
示
す
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。

自
殺
の
サ
イ
ン
は
本
当
の
「
死
に
た
い
」

な
の
で
し
ょ
う
か
。「
死
に
た
い
」
の
で
は

な
く
「
助
け
て
ほ
し
い
」
と
救
い
を
求
め
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

身
近
な
人
た
ち
が
サ
イ
ン
に
「
気
づ
き
」、

声
を
か
け
、
気
持
ち
に
「
耳
を
傾
け
る
」
こ

と
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
「
つ

な
ぎ
」、
周
囲
の
人
た
ち
が
温
か
く
寄
り
添

い
「
見
守
る
」
こ
と
で
防
げ
る
自
殺
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
ら
命
を
た
っ
て
し
ま
う
「
自
殺
」。
え

び
の
市
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
人

が
自
殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

悲
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
家

族
や
周
囲
の
人
は
、
長
い
年
月
を
経
た
今
も※相談は、祝日・年末年始は除く。

自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に

見
逃
さ
な
い
で
自
殺
の
サ
イ
ン

自
殺
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

深
い
悲
し
み
や
複
雑
な
思
い
を
抱
え
た
ま
ま

苦
し
い
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
い
の
ち
を
自
ら
絶
つ
と
い
う
悲
劇

を
防
ぐ
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何

な
の
で
し
ょ
う
か
。国
は
、平
成
18
年
に
「
自

殺
対
策
基
本
法
」
制
定
し
、
19
年
に
は
「
自

殺
総
合
対
策
大
綱
」
に
よ
り
国
を
は
じ
め
地

方
公
共
団
体
、
民
間
団
体
が
密
接
に
連
携
し
、

総
合
的
に
自
殺
対
策
を
進
め
て
い
く
必
要
性

を
示
し
ま
し
た
。
西
諸
地
域
で
も
、
平
成
18

年
に
自
殺
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
え
び
の

市
も
24
年
度
か
ら
自
殺
対
策
推
進
協
議
会
お

よ
び
部
会
を
設
置
し
、
行
政
だ
け
で
な
く
各

関
係
機
関
、
民
間
団
体
が
共
に
連
携
し
あ
い
、

総
合
的
か
つ
効
果
的
な
自
殺
対
策
の
推
進
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
殺
対
策
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、
自
殺
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
、
自
分
の
心
と
体
の
健

康
、
う
つ
病
等
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
も

つ
こ
と
、
お
互
い
支
え
あ
い
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
今
す

ぐ
や
っ
て
い
く
こ
と
が
自
殺
を
予
防
す
る
確

実
な
力
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る
人

に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
で

す
。悩

ん
で
い
る
人
は
、
孤
独
を
感
じ
て
い
た

り
、
周
囲
か
ら
孤
立
し
た
り
し
て
、
相
談
に

つ
な
が
ら
ず
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
場
合

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
周
り
の
人

が
そ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
る
な

ど
、
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
周
り
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
場
合
、

あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
、
一
歩

を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
市
健
康
保
健
課
市
民
健
康
係

☎
35
─１
1
1
1
（
内
線
2
8
1
）

＊こころの相談窓口＊
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吉
都
線
が
開
業
し
て
今
年
10
月
1
日
で
１

０
０
年
と
な
り
ま
す
。

吉
都
線
は
、
鹿
児
島
県
姶
良
郡
湧
水
町
の

吉
松
駅
か
ら
宮
崎
県
都
城
市
の
都
城
駅
に
至

る
九
州
旅
客
鉄
道
（
J
R
九
州
）
の
鉄
道

路
線
（
地
方
交
通
線
）
で
す
。
肥
薩
線
八
代

駅
～
吉
松
駅
間
と
合
わ
せ
て
「
え
び
の
高
原

線
」
の
愛
称
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

吉
都
線
は
、
吉
松
～
小
林
町
（
現
在
の

小
林
市
）
間
が
宮
崎
線
と
し
て
大
正
元
年

（
1
9
1
2
年
）
に
開
業
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
大
正
2
年
10
月
8
日
に
は
、
都
城

ま
で
の
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

昭
和
7
年
（
１
９
３
２
年
）
12
月
6
日
、

都
城
～
吉
松
間
が
吉
都
線
と
改
称
さ
れ
、
昭

和
32
年
7
月
5
日
に
上
江
駅
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

■
北
海
道
か
ら
乳
牛
を
運
搬

昭
和
43
年
、
北
海
道
中
標
津
か
ら
乳
牛
50

頭
が
導
入
さ
れ
る
際
、
牛
は
、
北
海
道
か
ら

え
び
の
ま
で
貨
物
列
車
で
10
日
間
を
か
け
運

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
運
ば
れ
て
き
た
牛
は
、

真
幸
地
区
の
農
家
50
戸
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
②
）

■
最
後
の
蒸
気
機
関
車

固
い
鉄
の
か
た
ま
り
が
、
黒
い
煙
を
吹
き

上
げ
、
白
い
蒸
気
を
ば
ら
ま
き
な
が
ら
走
る

姿
は
、
勇
ま
し
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
の
え

び
の
市
も
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
栄
え
て
き

ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
味
の
良
い
真
幸
米
が
、

名
産
の
霧
島
馬
が
、
食
糧
難
を
救
っ
た
カ
ラ

イ
モ
が
貨
車
い
っ
ぱ
い
に
積
み
込
ま
れ
て
送

り
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
鉄
道
も
近
代

化
が
進
み
、
蒸
気
機
関
車
は
次
第
に
引
退
へ

の
道
を
歩
み
、
昭
和
49
年
、
全
廃
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
：
門
司
港
発
上
り
都
城
行
の
最

後
の
旅
客
列
車　

撮
影
：
昭
和
47
年
3
月
14

日
加
久
藤
駅
写
真
①
）

■
全
駅
が
無
人
化

昭
和
61
年
11
月
1
日
に
は
、
え
び
の
市
内

全
駅
が
無
人
化
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
2
年

11
月
1
日
、
京
町
温
泉
駅
、
え
び
の
駅
、
え

び
の
上
江
駅
、
え
び
の
飯
野
駅
と
改
名
さ
れ

ま
し
た
。

■
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
く
だ
さ
い

吉
都
線
は
、
大
正
元
年
の
開
業
以
来
、
市

民
の
通
勤
・
通
学
な
ど
の
手
段
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
沿
線
で
は
、

吉
都
線
1
0
0
周
年
を
記
念
し
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

吉
都
線
開
業
１
０
０
周

地
域
と
共
に
歩
ん
だ
軌
跡

年月日 西暦 できごと

大正元年
10 月１日 1912 年

宮崎線吉松～小林町で開業。京
町駅、加久藤駅、飯野駅、小林
町駅が新設。

大正 2年
5月 11 日 1913 年 小林町～谷頭間が延伸開業。高

原駅、高崎新田谷頭駅が新設。
大正 2年
10 月 8日 1913 年 谷頭～都城間が延伸開業。現在

の吉都線が全通。都城駅が新設。
大正 5年
10 月 25 年 1916 年 宮崎線吉松～宮崎間が全通。

大正 6年
9月 21 日 1917 年 宮崎本線に線名改称。

大正 12 年
12 月 15 日 1923 年 小倉～吉松間全通により日豊本

線に線名改称。
昭和 4年
2月 1日 1929 年 西小林駅が新設。

昭和 7年
12 月 6日 1932 年 現行の日豊本線ルート開業によ

り吉都線が誕生。
昭和 22 年
3月 1日 1947 年 万ヶ塚駅、日向前田駅が新設。

昭和 26 年
3月 1日 1951 年 小林町駅が小林駅に改称。

昭和 27 年
4月 15 日 1952 年 日向庄内駅が新設。

昭和 32 年
7月 5日 1957 年 上江駅が新設。

昭和 33 年
2月 1日 1958 年 鶴丸駅が新設。

昭和 34 年
5月 1日 1959 年 準急「えびの」（熊本～宮崎）

が運転開始。
昭和 36 年
10 月 1日 1961 年 広原駅が新設。

昭和 37 年
2月 15 日 1962 年 準急「からくに」（出水～宮崎、

山野線経由）が運転開始。
昭和 38 年
12 月 1日 1963 年 東高崎駅が新設。

昭和 41 年
3月 5日 1966 年 準急「えびの」が「からくに」

として急行格上げ。
昭和 49 年
4月 25 日 1974 年 特急「おおよど」（博多～宮崎）

が運転開始。
昭和 55 年
10 月 1日 1980 年 特急「おおよど」廃止。

昭和 62 年
4月 1日 1987 年 全線、貨物営業が廃止。九州旅

客鉄道に継承。

平成 2年
11 月 1日 1990 年

「飯野駅」が「えびの飯野駅」、「上
江駅」が「えびの上江駅」、「加
久藤駅」が「えびの駅」、「京町
駅」が「京町温泉駅」に改名

平成 5年
10 月 1日 1993 年 ワンマン運転開始。

平成 12 年
3月 11 日 2000 年 急行「えびの」廃止。

吉都線 100 年のあゆみ

■吉都線開業 100 周年記念イベント

問吉都線100周年事業実行委員会事務局（市企画課政策係）
☎35-1111（内線321）

写真①

写真②

吉都線の開業100周年を記念して、下記日程で式典、イベントを開催します。

●開催日＝9月30日（日）午前9時～
●会場＝えびの駅周辺、えびの駅前通り
●内容
食のもてなし（おにぎり、豚汁、鹿肉の竜田揚げの振る舞い）、みこし（飯野駅
前区みこし、中島区子供みこし）、田の神さあ踊り、物産の販売、記念グッズの
無料配布、フリーマーケット、自衛隊車両展示など
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え
び
の
市
で
は
、
市
が
発
注
す

る
公
共
工
事
の
入
札
お
よ
び
契
約

の
公
平
性
と
透
明
性
の
確
保
を
図

る
た
め
、
え
び
の
市
公
共
工
事
入

札
・
契
約
監
視
委
員
会
を
8
月
2

日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
平
成
23
年
度

に
発
生
し
た
職
員
に
よ
る
不
正
事

件
を
受
け
、
再
発
防
止
の
取
り
組

み
の
一
環
で
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、「
公
共
工
事
の

入
札
お
よ
び
契
約
手
続
き
の
運
用

状
況
に
関
す
る
こ
と
」、「
委
員
会

が
抽
出
し
た
公
共
工
事
に
係
る
入

札
参
加
資
格
の
設
定
、
入
札
参
加

者
の
指
名
、
随
意
契
約
の
理
由
等

に
関
す
る
こ
と
」、「
公

共
工
事
の
う
ち
談
合
情

報
が
寄
せ
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
の
市
の
対
応

状
況
等
」
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

　

委
員
会
を
構
成
す
る

委
員
は
、
公
共
工
事
の

入
札
や
契
約
に
関
し
優

れ
た
識
見
を
有
し
た
5

人
で
、
任
期
は
2
年
で

す
。
委
員
会
で
は
、
公

正
中
立
の
立
場
で
審
議

を
行
い
ま
す
。

　

第
1
回
の
委
員
会
は
、

8
月
2
日
、
宮
崎
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
、
各
委
員
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
委

員
が
抽
出
し
た
「
平
成

氏　　名 職　　業

井手真弓 社会保険労務士

海野理香 税理士

大塚孝一 公認会計士

中澤隆雄 宮崎大学名誉教授

町元真也 弁護士

○公共工事入札・契約監視委員会委員（敬称略）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
隊
員
2
人

が
、
新
た
に
え
び
の
市
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域

の
課
題
を
外
部
の
人
材
を
活
用
し

な
が
ら
解
決
し
よ
う
と
い
う
総
務

省
の
推
進
事
業
で
す
。
隊
員
は
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
お
手

伝
い
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
東
京

都
出
身
の
神
戸
彰
隊
員
と
佐
賀
県

出
身
の
山
田
知
広
隊
員
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
3
年
間
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
え
び
の
市
内
で

地
域
お
こ
し
の
支
援
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

神
戸
隊
員
は
「
野
外
イ
ベ
ン
ト

な
ど
音
楽
関
係
の
仕
事
を
し
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。
経
験
を
活
か
し
、

え
び
の
市
に
新
し
い
風
を
入
れ
て

行
き
た
い
で
す
」、
山
田
隊
員
は
、

「
え
び
の
市
の
人
は
と
て
も
あ
温

か
く
、
え
び
の
市
自
体
、
や
さ
し

い
ま
ち
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
の
人
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
協
力
隊
員
は
、
早
く
地

域
に
と
け
込
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
市
民
協
働
課

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

地
域
の
課
題
を
共
に
解
決

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
新
た
に
2
人
着
任

公
共
工
事
入
札
・
契
約
監
視
委
員
会
を
設
置

山田知広隊員。趣味は、釣り、ギター演奏

神戸彰隊員。趣味は旅行、ヨガ

　

8
月
1
日
、
市
役
所
で
身
体
障

害
者
相
談
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
を
受
け

た
の
は
上
田
秋
正
さ
ん
、
古
江
虎

男
さ
ん
、
谷
口
幸
典
さ
ん
、
森
ふ

ぢ
さ
ん
、
馬
越
脇
琢
磨
さ
ん
の
5

人
で
す
。

　

こ
れ
は
、
県
か
ら
の
身
体
障
害

者
相
談
員
へ
の
委
託
に
よ
る
相
談

業
務
が
、
え
び
の
市
に
権
限
移
譲

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
障
害

の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の
日
常
生

活
な
ど
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
や
指
導

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
相
談
員
へ
の
相
談

は
無
料
で
す
。
内
容
に
つ
い
て
は

秘
密
を
守
り
ま
す
。

　

障
害
者
相
談
員
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
市
福
祉
事
務
所

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

身
体
障
害
者
相
談
員
に
委
嘱
状
を
交
付

委嘱状を受ける上田秋正さん

神戸彰隊員。趣味は旅行、ヨガ

公
正
中
立
の
立
場
で
入
札
を
監
視

23
年
10
月
1
日
～
平
成
24
年
3
月

31
日
ま
で
に
契
約
し
た
工
事
で
予

定
価
格
１
３
０
万
円
を
超
え
る

も
の
5
件
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
落
札
率
が
高
い

こ
と
や
情
報
公
開
を
さ
ら
に
進
め

る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
同
じ
不
祥
事
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
、公
共
工
事
入
札
・

契
約
監
視
委
員
会
の
設
置
の
他
に
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
公
益
通
報
制
度
（
注
1
）
の
強
化

・
通
報
の
窓
口
を
法
律
事
務
所
に

設
置
し
ま
し
た
。

●
変
動
型
最
低
制
限
価
格
（
注
2
）

の
導
入

・
平
成
24
年
1
月
か
ら
公
共
工
事

に
試
行
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

●
入
札
・
契
約
事
務
の
組
織
体
制

の
整
備

・
入
札
執
行
事
務
を
工
事
設
計
技

師
が
関
与
し
な
い
財
政
課
に
移
管

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
こ
れ
ま
で
、
職

員
の
懲
戒
処
分
の
基
準
の
追
加
、

倫
理
研
修
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
、
綱
紀
保
持
の
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
企
業
向
け
の
倫

理
研
修
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
行
政
改
革
推
進
本
部
事
務
局

（
市
財
政
課
）

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
３
８
３
）

障
害
者
と
行
政
の
か
け
橋

公
正
な
入
札
へ
の
取
り
組
み

（
注
1
）
市
の
職
員
等
が
知
り
得
た
市
政
運
営

上
の
違
法
ま
た
は
不
正
な
行
為
に
関
し
て
行

う
内
部
通
報
制
度

（
注
2
）
最
低
制
限
の
基
本
と
な
る
価
格
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
よ
り
ラ
ン
ダ
ム
に
出
さ
れ
た

係
数
を
乗
じ
て
得
た
最
低
制
限
価
格
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市
で
は
、
独
身
の
男
女
が
出
会

え
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る

人
・
団
体
等
に
、
事
業
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
食
事
会
や
料
理

教
室
、
農
業
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
、
独
身

男
女
の
出
会
い
の
場
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
補
助
対
象
者
】
市
内
に
住
所
が

あ
る
か
、
市
内
に
所
在
地
が
あ
る

人
や
団
体

【
補
助
対
象
事
業
】
独
身
男
女
に

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
次
の
４
つ
の
項
目
全
て
に

該
当
す
る
も
の

①
参
加
者
全
員
が
独
身
で
20
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
。

②
参
加
者
総
数
が
10
人
以
上
で
あ

る
こ
と
。

③
参
加
者
の
男
女
比
率
が
か
た
よ

ら
な
い
こ
と
（
7
：
3
以
内
）。

④
参
加
者
の
う
ち
5
人
以
上
が
え

び
の
市
在
住
者
で
あ
る
こ
と
。

【
補
助
対
象
経
費
】
会
場
使
用
料
、

借
上
料
、
事
務
経
費
そ
の
他
消
耗

品
費
な
ど

【
補
助
対
象
外
経
費
】・
飲
食
費
、

賞
品
、
景
品
代
な
ど

【
補
助
金
の
額
】
予
算
の
範
囲
内

　

島
内
地
下
式
横
穴
墓
群
出
土
品

の
重
要
文
化
財
指
定
を
記
念
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
8
月
5
日
、

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
市
内

外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
島
内

地
下
式
横
穴
墓
群
の
出
土
品
の
価

値
を
、
専
門
家
の
評
価
を
加
え
、

多
く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
師
に
は
、
豊
島
直
博
氏
（
文

化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
）、

古
谷
毅
氏
（
東
京
国
立
博
物
館
学

芸
研
究
部
列
品
管
理
課
）、
千
賀

久
氏
（
葛
城
市
歴
史
博
物
館
長
）、

吉
村
和
昭
氏
（
奈
良
県
橿
原
考
古

学
研
究
所
）、
橋
本
達
也
氏
（
鹿

児
島
大
学
総
合
研
究
博
物
館
准
教

授
）
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
５
人
の

専
門
家
が
、古
墳
時
代
の
鉄
製
品
、

特
に
甲

か
っ
ち
ゅ
う冑
や
馬
具
、
武
器
類
な
ど

に
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
で
話
を
し
ま

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
文
化
庁

文
化
財
部
美
術
学
芸
課
の
豊
島
直

博
氏
は
、「
こ
の
出
土
品
は
、
古

　

市
で
は
県
と
協
力
し
て
、
税
の

収
納
対
策
に
取
り
組
む
「
併
任
人

事
交
流
制
度
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
7
月
19
日
、
県
職
員
7
人

に
平
成
24
年
度
の
併
任
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
任
人
事
交
流
制
度
は
、
県
職

員
が
、
え
び
の
市
か
ら
併
任
辞
令

の
発
令
を
受
け
、
徴
収
事
務
に
従

事
す
る
も
の
で
す
。
県
職
員
と
市

職
員
相
互
の
徴
収
技
術
の
向
上
を

図
り
、
税
の
収
納
率
の
向
上
と
税

収
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

え
び
の
市
と
え
び
の
市
管
工
事

協
同
組
合
（
12
社
）
は
、
台
風
や

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
時

の
水
道
の
応
急
活
動
（
給
水
、
水

道
の
応
急
復
旧
な
ど
）
等
を
協
力

し
て
行
う
協
定
を
7
月
25
日
、
締

結
し
ま
し
た
。

市
の
水
源
地
は
、
川
内
川
の
上

流
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
水

源
地
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
安
定
し
た
水
の
供
給
が

で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 

そ
の
場
合
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
水
の
迅
速
な
供
給
と

で
、
補
助
対
象
と
な
る
経
費
の
う

ち
10
万
円
が
上
限

【
補
助
金
申
請
方
法
】
市
役
所
本

庁
企
画
課
に
あ
る
申
請
書
に
記

入
し
、
企
画
課
に
提
出
。
申
請

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.ebino.lg.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

【
そ
の
他
】

※
要
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

企
画
課
政
策
係
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

墳
時
代
の
南
九
州
の
社
会
構
造
を

知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
え
び
の
市
の
宝
で

も
あ
り
、
国
の
宝
で
も
あ
る
。
こ

の
宝
を
今
後
、
ど
う
守
り
伝
え
て

い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
、
お
金
が
か
か
る
が
、
え
び
の

市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
の
で
大

切
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、

こ
の
重
要
文
化
財
の
展
示
と
保
存

に
努
め
、
広
く
公
開
し
、
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

問
市
社
会
教
育
課

☎
35
─２
２
６
８

　

4
年
前
に
併
任
人
事
交
流
制
度

に
取
り
組
ん
で
以
降
、
悪
質
な
滞

納
者
へ
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
や
預
貯

金
の
差
し
押
さ
え
を
集
中
的
に
行

い
、
収
納
率
の
向
上
に
成
果
が
出

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
す
で
に
80

件
以
上
の
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

税
の
滞
納
解
消
は
、
公
正
・
公

平
性
を
確
保
す
る
う
え
で
、
何
よ

り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
市
で
は

県
と
協
力
し
、
よ
り
厳
し
い
姿
勢

で
滞
納
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

水
道
の
復
旧
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
と
同
組
合
で
は
、
災
害
時
の

給
水
や
断
水
・
給
水
制
限
等
の
被

害
を
早
期
に
回
復
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
協
定
を
結
ん
だ
も

の
で
す
。

協
定
に
あ
た
り
村
岡
市
長
は

「
水
は
市
民
生
活
に
と
っ
て
大
切

な
も
の
。
災
害
な
ど
で
は
、
協
力

し
迅
速
な
対
応
を
と
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。
同
組
合
の
築
純
洋

理
事
長
は
「
地
元
の
水
道
を
守
っ

て
い
く
こ
と
を
責
務
と
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

出
会
い
の
場
を
応
援

出
土
品
の
価
値
を
再
確
認

災
害
時
の
水
道
応
援
を
確
立

出
会
い
創
出
事
業
補
助
金

重
要
文
化
財
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

県
職
員
7
人
に
併
任
辞
令
を
交
付

管
工
事
協
同
組
合
と
相
互
協
定
を
締
結

県と研修会等を行い徴収技術の向上を図ります調印をする市長と築理事長

県
と
協
力
、税
の
徴
収
強
化

シンポジウムの様子
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7
月
13
日
、
小
林
地
区
建
設
業

協
会
青
年
部
（
34
社
）
の
34
人
が

矢
岳
高
原
ベ
ル
ト
ン
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
同
協

会
が
え
び
の
市
に
何
か
貢
献
で
き

な
い
か
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

会
員
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
か
ら

展
望
台
周
辺
ま
で
の
草
刈
り
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

7
月
28
日
に
は
、
商
工
会
工
業

事
業
部
の
14
人
が
八
幡
丘
公
園
の

街
灯
の
清
掃
・
補
修
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
27
日
、
米
良
電
機
産
業
㈱

の
社
長
ら
3
人
が
市
長
を
訪
問
。

米
良
充
典
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
１
１
１

基
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
設
置
し
て
い
る
防
犯
灯

が
、
蛍
光
灯
や
電
球
タ
イ
プ
の
古

い
も
の
で
あ
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
優
れ
、
長
寿
命
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
に
置
き
換
え
て
も
ら
お
う

と
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
社
の
米
良
充
典
社
長
は
「
地

域
の
安
全
安
心
の
た
め
活
用
し
て

く
だ
さ
い
」、
市
長
は
、「
有
効
に

活
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
5
日
、
真
幸
地
区
体
育
館
で
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
陸
前
高
田
市

の
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
招

い
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
交
流
会
に
は
陸
前
高
田
市
の

小
学
生
17
人
と
市
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

７
月
15
日
、
上
浦
の
澤
原
八
坂
神
社

で
「
棒
踊
り
・
鎌
踊
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

上
浦
地
区
の
棒
踊
り
は
、
地
区
の
伝

統
芸
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
昨
年
、
壮

年
部
を
中
心
に
23
年
ぶ
り
復
活
し
ま
し

た
。

建設業協会と商工会工業部がボランティア

きれいになった観光施設
地域の防犯に役立てて

LED防犯灯111基を寄贈

被災地の小学生に笑顔

力強い踊りで五穀豊穣

陸前高田市の子どもたちとバレーで交流

上浦の澤原八坂神社で「棒踊り・鎌踊り」

　

こ
の
交
流
会
は
、
口
蹄
疫
な
ど
の
支

援
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た

「
み
や
ざ
き
感
謝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
恥
ず
か
し

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
た
つ
に

つ
れ
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

鎌
踊
り
に
は
、
岡
元
小
学
校
の
児
童

16
人
が
、
棒
踊
り
に
は
、
壮
年
部
の
18

人
が
踊
り
手
と
し
て
参
加
。
息
の
合
っ

た
踊
り
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
棒
踊
り
・
鎌
踊
り
」
は
、
五

穀
豊
穣じ
ょ
うを

願
い
毎
年
7
月
15
日
に
上
浦

の
澤
原
八
坂
神
社
で
踊
ら
れ
ま
す
。

　

７
月
28
日
、
西
川
北
菅
原
神
社

で
牛
越
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭

り
に
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
来
場
。
牛
が
丸
太
を
越
え
る

度
、
歓
声
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

牛
越
祭
は
、
４
０
０
年
以
上
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
牛
が
丸
太
を

飛
び
越
え
る
こ
と
で
、
家
畜
の
無

病
息
災
と
豊
作
を
祈
り
ま
す
。
今

年
は
、
西
川
地
区
の
21
頭
が
丸
太

越
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

白
坂
重
之
牛
越
祭
保
存
会
会
長

は
「
こ
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

7
月
27
日
、
霧
島
山
麓
を
一
周

す
る
環
霧
島
周
遊
列
車
が
運
行
さ

れ
ま
し
た
。
周
遊
列
車
に
は
、
県

内
外
か
ら
約
80
人
が
乗
車
。
霧
島

山
周
り
の
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
周
遊
列
車
は
、
霧
島
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
今
年

度
は
、
全
4
回
運
行
さ
れ
る
予
定

で
す
。
途
中
の
停
車
駅
で
は
、
地

域
の
特
色
あ
る
お
も
て
な
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

え
び
の
駅
で
は
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
に
よ
る
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

西川北菅原神社で牛越祭

牛のジャンプに歓声
絶景を見ながら列車の旅

環霧島周遊列車をおもてなし
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両
親
の
後
ろ
姿
に
憧
れ
て

酪
農
の
世
界
に

「
牛
の
世
話
を
し
て
い
る
父
と
母
の
後
ろ
姿
が
か
っ

こ
よ
く
、
幼
い
頃
か
ら
酪
農
家
に
な
ろ
う
。
牛
を
育

て
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
家
族

で
酪
農
を
営
む
前
原
莉
沙
さ
ん
（
田
代
区
）
で
す
。

前
原
さ
ん
の
家
は
、
乳
牛
70
頭
を
か
か
え
る
酪
農
家

で
す
。
両
親
、
祖
父
母
、
妹
、
弟
の
7
人
で
営
ん
で

い
ま
す
。
前
原
さ
ん
は
、
5
歳
の
時
か
ら
家
の
酪
農

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　

前
原
さ
ん
の
一
日
は
、
朝
6
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

朝
昼
晩
の
3
回
の
エ
サ
や
り
や
清
掃
、
搾
乳
な
ど
を

こ
な
し
ま
す
「
き
つ
い
と
き
は
あ
り
ま
す
が
、
牛
の

こ
と
を
考
え
れ
ば
全
然
苦
に
な
り
ま
せ
ん
」

　

中
学
の
時
の
進
路
指
導
で
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

友
だ
ち
が
進
路
に
つ
い
て
悩
む
中
、
前
原
さ
ん
は
、

「
酪
農
を
す
る
」
と
い
う
夢
が
あ
っ
た
た
め
、
進
路

に
は
悩
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
鍋
農
業
高
校
か
ら
岡
山
県
の
中
国
四
国
酪
農
大

学
に
進
み
、
酪
農
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
近
代
化
に
即
応
し
、
企
業
的
経
営
能
力

を
有
す
る
酪
農
を
学
び
ま
し
た
。

不
安
で
た
ま
ら
な
か
っ
た

宮
崎
で
の
口
蹄
疫

　

宮
崎
県
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
と
き
前
原
さ
ん

は
大
学
2
年
生
。
発
生
を
知
人
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

「
最
初
は
、
児
湯
の
方
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」
。
そ
の
後
、
口
蹄
疫
の
被
害
が

信念を持って牛を育たい

まえはら・りさ／ 21 歳
／田代区／趣味：切手
シート収集（高校 3 年か
ら集めている）

拡
大
し
、
つ
い
に
え
び
の
市
で
も
発
生
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
家
の
牛
た
ち
の
こ
と
が
心
配
で
た
ま
ら
な

か
っ
た
と
い
う
前
原
さ
ん
。
心
の
頼
り
は
母
親
へ
の

メ
ー
ル
で
し
た
。
「
家
の
牛
は
大
丈
夫
」
の
メ
ー
ル

に
、
母
親
か
ら
「
大
丈
夫
だ
よ
。
心
配
し
な
く
て
も

い
い
よ
」
と
の
返
事
を
受
け
る
た
び
、
日
々
、
安
堵

し
た
そ
う
で
す
。

安
心
安
全
な
牛
乳
を
提
供
す
る
た
め

日
々
努
力

「
大
学
時
代
は
、
牛
を
育
て
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
大
学
の
牛
の
た
め
、
な
か
な
か
、
思
い
通
り
に

育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
父
や

母
の
助
言
と
自
分
の
考
え
を
実
践
に
変
え
、
安
心
安

全
な
牛
乳
を
つ
く
る
た
め
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
」

　

牛
は
ス
ト
レ
ス
に
敏
感
で
、
乳
量
が
減
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
暑
さ
対
策
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
扇
風
機
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
牛
舎
を
涼
し
く
保

ち
、
牛
に
な
る
べ
く
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
工
夫
を

し
て
い
ま
す
」

　

前
原
さ
ん
の
家
で
は
3
回
の
給
餌
を
し
ま
す
。

「
エ
サ
や
り
の
た
び
に
牛
の
健
康
状
態
を
観
察
し
ま

す
。
こ
ま
め
に
牛
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
牛
の
体
調

な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
体
調
の
悪
い
牛
に
は
エ
サ
を

変
え
る
な
ど
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」
。
酪
農
の
師
匠
、

父
親
の
和
明
さ
ん
は
「
莉
沙
は
よ
く
や
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

酪
農
は
、
牛
が
好
き
だ
か
ら
で
き
る
仕
事
と
い
う

前
原
さ
ん
。
「
酪
農
家
は
、
牛
の
肥
育
や
生
産
な
ど

命
を
あ
ず
か
る
仕
事
で
す
。
食
卓
に
安
心
安
全
な
も

の
を
提
供
す
る
責
任
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
な

牛
乳
を
提
供
し
て
、
家
庭
で
お
い
し
く
飲
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
信
念
を
も
っ
て
牛
を
育
て
て
い
き
た
い

で
す
」

Profile

酪
農
家　

前
原
莉
沙
さ
ん



17  Ebino City Public Relations, 2012.8 16

●コメティーヤ

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
ふ
る

さ
と
料
理
教
室
で
つ
く
っ

た
「
コ
メ
テ
ィ
ー
ヤ
」
で
す
。

コ
メ
テ
ィ
ー
ヤ
と
は
、
メ
キ
シ

コ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
西
部
、

中
央
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
薄
焼

き
パ
ン
「
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
」
を
も

じ
っ
た
も
の
で
す
。

ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
は
、
す
り
潰
し

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
作
り
ま
す

が
、今
月
紹
介
す
る「
コ
メ
テ
ィ
ー

ヤ
」
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
代
わ

り
に
米
粉
を
用
い
て
作
る
ア
イ
デ

ア
料
理
で
す
。

コ
メ
テ
ィ
ー
ヤ
は
、
肉
類
、
魚

の
フ
ラ
イ
や
海
老
フ
ラ
イ
な
ど
の

具
材
と
相
性
が
よ
く
、
旬
の
野
菜

な
ど
を
挟
ん
で
も
お
い
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。
肉
類
な
ど
を
挟
む
場

合
は
、
薄
切
り
で
棒
状
に
カ
ッ
ト

す
る
と
包
み
や
す
く
食
べ
や
す
く

な
り
ま
す
。

【材料】
（生地）米粉100ｇ、水180㏄、卵1
個、塩少 （々具）鳥もも肉1枚、キュ
ウリ1本、ネギ1本、ニンニク1片、
塩コショウ適宜、片栗粉適宜

A：�（タレ）ハチミツ40㏄、しょ
うゆ50㏄、豆板醤小さじ1、砂
糖大さじ1

【作り方】
①�生地の材料をボウルに入れ、混ぜ合わせる。
②�油をひいたフライパンに生地を入れ、素早く広げ両面を焼く。
③�鳥もも肉は、塩コショウをして片栗粉をまぶし、フライパン
で揚げ焼きし、棒状にカットする。

④�鍋に、Aとニンニクのスライスを入れ火にかけ、少し煮詰
まってきたら、③を入れる。

⑤�具となるキュウリとネギを切り、焼いた生地に鶏肉とキュウ
リ、ネギを包み込む。

【紹介者】ふるさと料理教室のみなさん

出
来
る
世
界
的
に
も
ま
れ
に
見
る

景
観
で
す
。

②
岩
流
内
に
ガ
ス
爆
発
に
よ
り
隆

起
し
た
数
多
く
の
火
山
隆
起
丘
が

見
ら
れ
る
世
界
で
も
珍
し
い
景
観

で
す
。

③
起
丘
の
中
腹
に
「
和
気
穴
」
と

呼
ば
れ
る
奥
行
23
メ
ー
ト
ル
の
溶

岩
洞
穴
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
は

世
界
で
２
例
目
に
発
見
（
確
認
）

さ
れ
た
安
山
岩
性
溶
岩
洞
穴
で
す
。

④
気
穴
は
風
穴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
は
空
気
を
吸
込
み
、
冬
に
吹
出

す
る
現
象
が
見
ら
れ
ま
す
。
標
高

３
５
０
メ
ー
ト
ル
以
下
に
あ
る
風

穴
で
は
、
和
気
穴
と
は
逆
転
現
象

が
み
ら
れ
ま
す
。
地
底
で
も
空
気

の
対
流
が
生
じ
て
い
る
事
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
な
ぞ
で
あ

り
不
思
議
な
現
象
で
す
。
今
後
の

研
究
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハレの日に欠かせない料理。家庭ごとに多彩な味わい。

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。

　
今
月
は
、
湧
水
町
の
飯
盛
溶
岩

台
地
（
沢
原
高
原
）
の
世
界
的
景

観
と
地
底
の
ふ
し
ぎ
を
紹
介
し
ま

す
。

　

霧
島
山
の
元
祖
は
加
久
藤
カ
ル

デ
ラ
で
す
。
そ
の
カ
ル
デ
ラ
内
に

最
初
に
出
現
し
た
山
が
栗
野
岳
で

す
。
30
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
栗

野
岳
溶
岩
台
地
の
上
に
、
３
万
年

前
新
た
な
溶
岩
流
で
形
成
さ
れ
た

飯
盛
溶
岩
台
地
を
沢
原
高
原
と
呼

び
ま
す
。

　

沢
原
高
原
は
、
阿
蘇
久
住
の
草

原
に
次
ぐ
九
州
第
２
の
草
原
で
、

面
積
は
１
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
ま
す
。
こ
の
草
原
は
、
栗
野
岳

原
生
林
と
隣
接
し
て
い
て
、
日
本

で
も
ま
れ
に
見
る
景
観
を
有
し
、

草
原
と
森
、
そ
し
て
湿
原
の
動
植

物
が
混
住
す
る
動
植
物
の
宝
庫
で

す
。

　

沢
原
高
原
は
、
地
質
学
的
に
も
、

次
の
よ
う
な
景
観
と
現
象
を
確
認

す
る
事
が
で
き
ま
す
。

①
栗
野
岳
溶
岩
台
地
に
飯
盛
溶
岩

が
重
な
っ
た
様
子
が
一
目
で
判
別

環 霧 情 報
vol.52

レシピ第28回のじり湖祭
●�日時＝9月16日（日）午前8時～午前11時
●�場所＝高原町中央商店街
●�内容＝商店街に軽トラ市が並びます。たかはる灰干し

無料ふるまい、ポン菓子無料ふるまいやトランポリン
体験コーナーなど
�（農）はなどう  杜の穂倉
☎42-1839

●�日時＝9月1日（土）午後1時～午後9時
●�場所＝のじりこぴあ野外ステージ
●�内容＝［昼の部］商工会商業祭（抽選会あり）、仮面ラ

イダーフォーゼショー［夜の部］女尻相撲大会、花火
と響座太鼓のコラボレーション
�野尻町総合案内所
☎44-3004

たかはるよりどり交流市

小林市高原町

◇
飯
盛
溶
岩
台
地

世界的景観の沢原高原



110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119
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出
水
区
は
、
分
区
数
3
、
人
口

2
1
5
人
（
平
成
24
年
4
月
1
日
現

在
）
の
集
落
で
す
。
え
び
の
市
の
東
南

部
に
位
置
し
、
南
に
は
白
鳥
山
や
韓
国

岳
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
区
の
西
部
に
は
、
出
水
観
音
が
あ

り
ま
す
。
出
水
観
音
の
池
か
ら
は
、
大

量
の
湧ゆ

う
す
い水

が
あ
り
、
そ
の
透
明
な
水
は
、

地
区
の
生
活
用
水
や
水
田
な
ど
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

地
区
行
事
は
、
大
き
な
行
事
を
避
け
、

各
部
が
知
恵
を
出
し
合
っ
た
さ
さ
や
か

　

私
た
ち
の
体
で
は
、
毎
日
、
数
百
～

数
千
個
の
が
ん
細
胞
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
が
ん
細
胞
の
遺
伝
子
は
、
細
胞
を

再
生
し
そ
れ
自
体
は
悪
者
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怖
い
の
は
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
で
免
疫
力
が
低
下
し
、
こ
の

が
ん
遺
伝
子
の
増
殖
を
抑
制
す
る
リ
ン

パ
球
（
N
K
細
胞
や
キ
ラ
ー
T
細
胞
な

ど
を
含
む
）
が
減
り
、
増
殖
を
抑
制
で

き
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

　

が
ん
は
、
肉
体
的
な
も
の
よ
り
精
神

的
な
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
多
く
発
症
し

な
行
事
を
地
区
民
と
の
融
和
を
図
り
な

が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
女
性
部（
の

ぞ
み
の
会
）
の
「
料
理
教
室
」「
支
え

合
い
事
業
」
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
定
期

的
な
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」「
視

察
研
修
」、
育
成
会
を
中
心
と
し
た
世

代
間
交
流
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」「
一
人
暮
ら
し
家
庭
の
清
掃
」
な

ど
継
続
性
を
持
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
の
高
齢
化
率
は
36
パ
ー
セ
ン
ト

代
で
す
が
、
若
者
の
移
住
者
も
増
え
、

15
歳
以
下
の
子
ど
も
が
20
人
以
上
い
ま

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
や
す
い
人
や
眠
れ
な
い
日

が
続
い
て
い
る
人
な
ど
は
、
絶
え
ず
交

感
神
経
を
緊
張
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
白
血
球
の
好
中
球
が
増
え
活
性

酸
素
が
過
剰
に
分
泌
さ
れ
、
N
K
細
胞

や
キ
ラ
ー
T
細
胞
が
減
少
し
や
す
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
中
で
ゆ
っ
た
り
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
時
間
が
あ
り
ま
す
か
？
ワ
ク
ワ
ク

す
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
か
？
笑
う
こ

と
、
待
ち
わ
び
る
楽
し
み
の
あ
る
こ
と

す
。
こ
れ
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
た
ち
が
増
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
地
区
民
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
地
区
の
活
性
化
を
掲
揚

し
、
地
区
の
発
展
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。

が
、
N
K
キ
ラ
ー
細
胞
を
増
や
し
ま
す
。

笑
い
や
待
ち
わ
び
る
楽
し
み
で
が
ん
細

胞
の
異
常
増
殖
を
抑
制
し
ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。
市
で
は
、
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
健

康
保
険
課
市
民
健
康
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
健
康
課
市
民
健
康
係

☎
35
─１
1
1
1
（
内
線
2
8
4
）

文
：
鞍
津
輪
保
健
師

※自公連…「自治公民館連絡協議会」の略称

自公連だより いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  C e n t e r

笑
い
で
が
ん
細
胞
の
異
常
増
殖
を
ス
ト
ッ
プ
！

ま
と
ま
り
の
あ
る
小
さ
な
集
落

出水自治公民館長
新出水寛人さん

出
水
自
治
公
民
館

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y  

デ
ー
ト
D
V
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る

飯野高校での男女共同参画セミナー一人暮らし家庭の清掃

　

市
で
は
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
一

人
ひ
と
り
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
12
日
、
飯
野
高
校
体
育
館
で

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
を
テ
ー
マ
に
男
女
共

同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
飯
野
高
校
の
生
徒
と

市
民
ら
約
３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に

関
す
る
知
識
と
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
の
啓
発

を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
「
自
分
に

は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
と
思
い
ま
し

た
」
「
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
や
自
分

を
大
切
に
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
市
民
も
参
加
し

ま
し
た
。
あ
る
参
加
者
は
「
自
分
を
振

り
返
り
、
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
コ

秋の交通安全運動実施

見学できます。合同訓練

9 月 9 日の救急の日にあわせて防災ヘリとドク
ターヘリの合同訓練を行います。当日は、防災

ヘリ、ドクターヘリの内部、各種消防車両の見学や
消防車両の展示もあります。市民の皆さんの見学を
お待ちしています。

●日時＝ 9月 9日（日）午前 9時 30 分～
●場所＝水辺の楽校（池島地区）
●訓練内容
　登山中の負傷者を防災ヘリが救助する想定訓練。
ドクターヘリを使っての重症患者搬送想定訓練。

※天候によっては、時間や場所の変更があります。
詳細については、えびの消防署までお尋ねください。

9 月 21 日（金）から 9月 30 日（日）までの 10 日間、
「秋の全国交通安全運動」が実施されます。

【スローガン】
ストップ！　脇見　ぼんやり運転
【運動の重点】
・夕暮れ時と夜間歩行中・自転車乗車中の交通事故
防止
・全ての座席のシートベルト、チャイルドシートの
着用
・飲酒運転の根絶
・てげてげ運転追放運動の推進
・セーフティーエコドライブの推進

7月の交通事故発生状況
人 身 12件 本年7月末 62件
物 件 20件 本年7月末 193件

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 6件
救 急 65件 年 計 476件

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
の
大

切
さ
に
改
め
て
気
付
か
れ
ま
し
た
。
生

徒
の
反
応
を
感
じ
取
り
な
が
ら
講
演
を

聞
い
た
こ
と
が
新
鮮
な
経
験
で
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
若
い
恋
人
間
に

起
こ
る
暴
力
（
精
神
的
な
も
の
も
含

む
）
を
い
い
ま
す
。

問
市
民
協
働
課
・
市
民
協
働
係

☎
35
─１
1
1
1
（
内
線
３
５
３
）

［
参
考
文
献
］：「
財
団
法
人
が
ん
研
究
振
興

財
団
冊
子
」・「
が
ん
と
生
き
る
四
つ
の
法
則
」

安
保
徹
・
福
田
稔
著



【おわびと訂正】7月号、短歌（評）で「遣
や

り」のルビを「遣
のこ

り」としていました。
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お し ら せ
i n f o m a t i o n

踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
な
お
立
ち
上
が
る

雑
草
の
強
さ
吾
も
欲
し
か
り

下
浦
区
　
亀
澤
尚
子

（
評
）八
月
七
日
は
立
秋
。
暦
の
秋
は
猛
暑
の

絶
頂
で
始
ま
る
。
暑
い
日
を
集
め
て
、
夏
咲

き
の
花
々
が
一
斉
に
咲
き
競
う
。
あ
ら
草
も

又
、
今
を
盛
り
と
伸
び
立
つ
。
勢
い
合
う
命

を
持
ち
植
物
の
強
さ
と
、
い
と
お
し
さ
が
作

者
の
心
に
共
感
を
呼
び
素
直
で
情
の
あ
る
本

音
の
詠
で
あ
る
。（
竹
下
妙
子
）

昔
ば
な
し

飯
野
麓
区
　
と
も
き
よ
や
す
こ

「
ぼ
く
が
…

す
っ
と
ず
っ
と
昔
ま
だ
八
才
だ
っ
た
頃
に
ね
ェ
～
」

と
い
う
出
だ
し
で

い
つ
も
彼
の
幼
い
頃
の
思
い
出
ば
な
し
が
始
ま
る

ま
だ
今
五
才
の
彼
に
と
っ
て
は

三
才
の
経
験
は
も
う

昔
話
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い

淀
み
な
い
そ
の
話
に

そ
ん
な
事
が
確
か
に
あ
っ
た
！
あ
っ
た
！
と

幼
子
の
記
憶
力
に
感
嘆
す
る
の
み

大
人
の
独
断
や
ご
ま
か
し
は
通
用
し
な
い

留
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
川
の
流
れ
を

橋
の
上
か
ら
た
だ

な
が
め
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

子
の
後
を
追
ひ
か
け
て
ゆ
く
日
傘
か
な

白
鳥
区
　
中
堀
ふ
じ
子

　
平
和
台
公
園
に
行
っ
た
時
に
出
来
た
句
で

す
。

　
暑
い
日
で
し
た
。
池
の
近
く
ま
で
行
っ
た

時
、
保
育
園
の
親
子
遠
足
と
見
ら
れ
る
一
団

と
出
会
い
ま
し
た
。
と
、
一
人
の
子
が
走
り

出
し
ま
し
た
。
母
親
中
間
の
中
か
ら
も
一
人

の
母
親
が
追
い
か
け
ま
す
。
そ
の
様
子
が
ま

る
で
日
傘
が
転
が
る
よ
う
で
し
た
。（
自
註
）

短
歌

俳
句詩

ダウン症の書家・金澤翔
子さんの誕生から現在

に至るまでの長い道のりが書
かれています。
　待望の赤ちゃんがダウン症
であったことから絶望し、死
ぬことまで考えた母・泰子さ
ん。障害のある子どもを守り
育てようとする強い母親へと
変わった背景にはさまざまな
出会いや出来事がありました。
元気がもらえる、心温まる一
冊です。

希望の筆
丘修三／著
（佼成出版社）

猫ってうらやましいなぁ
と思ったことはありま

せんか。
　この本では、自由気ままに
過ごしている猫を「働く猫」
と称して、紹介しています。
　環境保護団体や礼服のモデ
ル、探偵に学者など見ている
と本当に猫が仕事をしている
ようです。愛くるしい猫たち
の魅力がたくさん詰まった写
真集です。猫好きには必見の
一冊です。

猫ばたらき
新美敬子／著
（河出書房新社）

1 土 人形劇「ライオンとねずみ」 10：30 〜 11：30

3 月 図書館休館日

5 水 図書館休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回① 13：20 ～ 15：35

8 土 おはなし会 10：30 〜 11：30

10 月 図書館休館日

12 水 おでかけ図書館（老人福祉センター） 14：00 〜 15：00

移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05

13 木 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

14 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35

15 土 おはなし会 10：30 〜 11：30

18 火 図書館休館日

19 水 移動図書館車巡回① 13：20 ～ 15：35

22 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

24 月 図書館休館日

26 水 図書館休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05

28 金 喫茶「ふら～っと」営業 　9：45 ～ 11：00

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35

29 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

◎9月のスケジュール

◎イベント
人形劇「ライオンとねずみ」
●とき：9月1日（土）　10：30 ～ 11：30

●ところ：市文化センター 2階大研修室

●対象：0歳～大人まで

●入場料：無料

市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入った本］光　道尾秀介著　光文社／清須会議　三谷幸喜著
　幻冬舎／夜の国のクーパー　伊坂幸太郎著　東京創元社／寝た
きりにならないための健康寿命の延ばし方　宮田重樹著　KKベス
トセラーズ／鍵のない夢を見る　辻村深月著　文藝春秋／おしゃ
れ上手に年を重ねて　西村玲子著　海竜社／内臓脂肪がぐぐっと
減る知恵とこつ　主婦の友社

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 37 ｰ 2528まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～
※移動図書館巡回
①尾八重野分校→飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

お し ら せ
i n f o m a t i o n

田の神さあおどり出場者募集

　田の神さあおどり練り歩きの出
場チームを募集します。健康な人で
あればどなたでも出場できます。今
年の田の神さあおどりは、吉都線
開業100周年記念イベントで行わ
れます。たくさんの応募をお待ちし
ています。
●大会日時＝9 月30日（日）
午後1 時～（予定）
●会場＝えびの駅～えびの駅前通り
●申込締切＝9月10 日（月）
●応募要件＝おおむね5 人以上で申し込みください。市
内・市外は問いません。
●参加賞＝出場チームには、参加賞があります。
●申込方法＝申し込み用紙に必要事項を記入の上、郵
便、FAX または電子メールで申し込みください。申し込
み用紙は市役所企画課で配布するほか、えびの市のホー
ムページ（http://www.city.ebino.lg.jp/）からダウンロー
ドできます。
申・問吉都線100周年記念事業実行委員会事務局（えびの
市企画課内）
〒889-4292 えびの市大字栗下1292 番地
☎ 35-1111（内線321）　FAX35-0401

口蹄疫被災地ツアー「泉谷しげる
ライヴ＆トーク」inえびの
　口蹄疫復興イベント「泉谷しげるライヴ＆トーク」in
えびのが開催されます。口蹄疫被災地のために泉谷しげ
る氏が無償で実施するイベントです。入場料は無料です。
たくさんの参加をお待ちしています。
●開催日＝9月10日（月）
●時間＝午後6時～午後8時30分
●場所＝えびの市文化センター前広場（雨天時はえびの
市文化センターホールでの開催）
●内容＝［入場］午後6時～
［開演］午後6時30分～
［泉谷しげるライヴ＆トークショー］午後7時～
［終演］午後8時30分

●入場料＝無料
問市観光商工課観光係
☎35-1111（内線331・332）

古事記編纂1300年記念事業
里中満智子講演会

　
　古事記編纂

さん

1300年記念事業として、里中満智子講演会
「歴史を楽しむ　私にとっての古事記」が開催されます。
歴史を扱った多くの著作を持つ漫画家里中満智子氏が語
る、古事記をテーマにした講演会です。入場料は無料で
す。興味のある人はぜひ応募ください。
●開催日＝9月2日（日）
●時間＝午後1時30分～午後4時
●場所＝えびの市文化センターホール
●定員＝先着400人（定員に達し次第、締め切ります）
●内容＝［受付］：午後1時～（ハガキ確認）
［えびの市郷土芸能・古事記絵巻］：午後1時30分～
［里中満智子講演会］：午後2時15分～午後3時45分
●入場料＝無料
●申込方法＝①郵便番号、②住所、③氏名、④年齢、⑤電
話番号、⑥同伴者の氏名・年齢（同伴者は３人まで）を明
記の上、往復ハガキで下記まで申し込みください。
申・問〒880-0925　宮崎市本郷北方2753-5
古事記1300年講演会事務局（AVC放送開発内）
☎0985-50-4173
受付時間：平日午前10時～午後6時

みなほ
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今 月から広報紙のレイアウトを全面リニューアルし
ました。読みやすく、見やすい広報紙を目指し、頑

張っていきまので、よろしくお願いします。
　広報紙の掲載スペースには限りがあります。取材に行っても
やむを得ず掲載できない場合があります。ご了承ください。
（川野）

人　口 20,875人（－58人）

男性／ 9,755人（－28人）女性／ 11,120人（－30人）

転入／ 31人　転出／ 78人
出生／ 17人　死亡／ 28人

世帯数 9,067世帯（－42世帯）
（平成24年8月1日現在）

E
d
ito

r's

個人市県民税 第2期、国民健康保険税 第2期
後期高齢者医療保険料 第2期、介護保険料 第2期
8月31日（金）までに納めましょう。

お し ら せお し ら せ
i n f o m a t i o ni n f o m a t i o n

②入院中や病気治療中または歩行困難で受診できない人
③最近 3か月以内に病院等で胸部レントゲンを受診し
た人
④肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申し込み
をしている人
※実施通知書が届いた人で①～④に該当する人は、市健
康保険課市民健康係までご連絡ください。

期　日 会　場 時　間

9月 7日（金）

堀浦多目的集会施設   9：20　～　10：00
上大河平 鍋倉公民館 10：20　～　10：40
大河平小学校 11：00　～　11：30
下大河平公民館 13：30　～　15：00

9 月 10 日（月）
麓（飯）旧飯野中長善寮   9：20　～　10：10
東原田公民館 10：30　～　11：30
杉水流公民館 13：30　～　15：00

9 月 11 日（火）

飯野地区公民館   9：20　～　10：50
今西公民館 11：10　～　11：30
坂元公民館 13：30　～　14：00
前田公民館 14：10　～　14：40

9 月 14 日（金）

山内公民館 09：30　～　10：00
えびの福祉作業所 10：20　～　11：00
苧畑コミュニティーセンター 13：30　～　14：00
高野畜産管理センター 14：30　～　14：50

9 月 19 日（水）
飯野駅前地区体育館   9：20　～　11：00
南原田 大迫 宮原畩雄様宅 13：30　～　14：00
南原田妙見活性化センター 14：20　～　14：50

9 月 20 日（木）

池島公民館   9：20　～　10：00
中上江公民館 10：10　～　10：50
上江地区体育館 11：00　～　11：30
上上江公民館 13：30　～　14：00
田ノ上運動場 14：20　～　14：40

9 月 21 日（金）

白鳥地区営農研修館   9：30　～　10：30
末永公民館 10：50　～　11：30
田代公民館 13：30　～　14：10
出水公民館 14：30　～　14：50

9 月 25 日（火）

飯野駅前地区体育館   9：30　～　10：30
南原田公民館 10：50　～　11：20
飯野地区公民館 13：30　～　14：10
中原田公民館 14：30　～　15：00

問市健康保険課市民健康係
☎35-1111（内線275）

平成24年度えびの市市民表彰者の
推薦をお願いします
　市では、えびの市表彰条例に基づき、本市の振興発展
や市民生活の向上などに尽力し、その功績が顕著な人や
団体を表彰しています。平成24年度のえびの市市民表彰
候補者の推薦をお願いします。
【対象者および表彰の種別】
　次の①～⑤に該当し、個人表彰候補者の年齢は原則と
して75才以上の人とします。ただし、特例的なものはこ
の限りではありません。
①地方自治の進展に貢献した人または団体
②産業経済の発展に貢献した人または団体
③教育、芸術、体育、その他文化の進展に貢献した人ま
たは団体
④公共の福祉に貢献した人または団体
⑤市民生活の向上、社会道徳の高揚に貢献した人または
団体
●表彰式＝11月3日（土）文化の日
●推薦方法＝市企画課秘書係にある功績調書を記入の上、
企画課秘書係に提出してください。
●推薦締め切り日＝9月28日（金）
問市企画課秘書係
☎35-1111（内線302）

特定非営利活動法人（NPO法人）
制度の出前相談を行います
　市では、県生活・協働・男女参画課と合同でNPO法人制
度に関する出前相談を実施します。
　NPO法人制度や改正NPO法などについての質問や相
談をお受けします。どうぞお気軽に参加ください。
●開催日＝10月16日（火）

●時間＝午後1時30分～午後4時
●場所＝市役所本庁1階1-1会議室
●相談内容＝NPO法人の設立を考えている人、NPO法人
の定款変更をしようと検討している人、NPO法人制度を
知りたい人など
●相談申込方法＝市民協働課にある申し込み書を記入の
上、市民協働課に提出してください。
申・問市民協働課
☎35-1111（内線353）

森林の伐採、土地所有者になった
場合は、届け出を忘れずに
森林を伐採する時や森林の土地所有者となった場合に
は、事前に「届出書」を提出することが森林法の規定で
義務付けられています。森林を伐採する、森林の所有者
になった場合は、必ず「届出書」の提出をお願いします。
○森林を伐採する場合
●対象の森林
　県が作成する地域森林計画対象の森林です。※保安林
または保安施設地区は除く。 
●届出期限＝伐採する日の30日以上90日前まで
●記載事項＝届出書には、森林の所在場所、伐採の計画、
伐採後の造林の計画
●添付書類＝伐採する場所の位置図
○森林の土地所有者となった場合
●対象の森林＝県が作成する地域森林計画対象の森林。
●届出期限＝所有者となった日から90日以内
●記載事項＝届出者と前所有者の住所氏名、所有者と
なった年月日、所有権移転の原因、土地の所在場所・面積
●添付書類＝登記事項証明書（写しも可）または土地売
買契約書など
詳しくは、市畜産農林課林務係までお問い合わせくだ

さい。
問市畜産農林課林務係
☎ 35-1111（内線 221・229）

参加ください
えびの市市民大学公開講座

　市教育委員会では、「霧島ジオパーク構想Ⅱ～見慣れ
た風景の中にある地球の歴史～」と題し、どなたでも参
加できる市民大学公開講座を開催します。
　これは、昨年の「南九州の自然とジオパーク」の続編で、
最近よく耳にする霧島ジオパークのことがより専門的に
学べます。市民の皆さんの多数の参加をお待ちしていま
す。
●開催日＝9月15日（土）
●時間＝午前9時30分～午前11時30分
　※受け付けは、午前9時から行います。
●会場＝えびの市文化センター大研修室
●講師＝井村隆介氏（鹿児島大学大学院准教授）
●受講料＝無料
●�申込方法＝参加希望の人は市社会教育課までご連絡く
ださい。当日参加も受け付けます。

申・問市社会教育課（文化センター内）
☎35-2268

結核検診（飯野地区）を行います

　今年度の結核検診（飯野地区）を実施します。
●対象者＝ 65 歳以上の全市民。ただし①～④に該当す
る人で市役所に申し出をしている人には実施通知書は送
付していません。
①職場で受診する人

◎今月の表紙　上浦の澤原八坂神社で行われた「棒踊り・鎌踊り」 今月の納税
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花蜜の好きなメジロ

メ
ジ
ロ
の
名
前
は
、
眼
の
ま
わ

り
が
白
い
の
で
「
目
白
」
で
す
。

メ
ジ
ロ
は
方
言
で
「
ハ
ナ
シ
」
と
も

呼
び
ま
す
。「
ハ
ナ
シ
」
の
語
源
は
、

花
の
蜜
を
吸
う
の
で
、「
花
吸
い
」

が
な
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
目
白
押
し
」
と
い
う
言

葉
は
、
メ
ジ
ロ
が
木
の
枝
に
並
ん
で

止
ま
り
押
し
合
う
習
性
を
持
つ
と
こ

ろ
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

メ
ジ
ロ
は
、
夏
は
山
地
の
林
で
つ

が
い
で
生
活
し
ま
す
が
、
冬
は
幼
鳥

や
つ
が
い
が
集
ま
っ
て
群
れ
で
生
活

し
、
市
街
地
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

昆
虫
類
を
主
食
に
し
て
い
ま
す
が
、

冬
に
は
、
熟
柿
や
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ピ
ラ

カ
ン
サ
な
ど
の
木
の
実
も
食
べ
ま
す
。

春
先
に
は
、
ウ
メ
や
サ
ク
ラ
、
ツ
バ

キ
な
ど
の
花
の
蜜
も
吸
い
ま
す
。

　

鳴
き
声
は
、
普
段
は
「
チ
ィ
ー
」

や
「
チ
ュ
ー
」
と
鳴
き
ま
す
。
雄
は

繁
殖
期
に
高
い
声
で
「
チ
ョ
ー
チ
ル
、

チ
ュ
ー
チ
ル
、
チ
ョ
チ
ュ
チ
ィ
ー
」

な
ど
と
さ
え
ず
り
、「
長
兵
衛
、
中

兵
衛
、
長
中
兵
衛
」
と
聞
き
な
さ
れ

ま
す
。

　

メ
ジ
ロ
は
美
し
い
鳴
き
声
の
た
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め
、
江
戸
時
代
か
ら
さ
え
ず
り
を
競

う
「
鳴
き
合
わ
せ
会
」
が
行
わ
れ
、

雄
一
羽
が
高
値
で
売
買
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
明
治
期
ご
ろ
か
ら
は
、

観
賞
用
に
カ
ゴ
の
中
で
飼
う
こ
と
が
、

庶
民
の
間
で
流
行
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、密
猟
が
横
行
し
、「
カ
ス
ミ
網
」

な
ど
の
密
猟
道
具
で
、
大
量
に
捕
獲

す
る
問
題
も
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
野
鳥
を
保
護
す
る
観
点

か
ら
、
野
鳥
の
捕
獲
や
飼
育
を
法
的

に
制
限
す
る
動
き
が
、
年
を
追
う
ご

と
に
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
四
月
か
ら
、
メ

ジ
ロ
の
捕
獲
と
飼
育
が
原
則
禁
止
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
す
べ
て
の

野
鳥
が
捕
獲
禁
止
に
な
っ
た
た
め
、

野
鳥
を
飼
っ
た
ら
法
律
違
反
に
な
り

ま
す
。

　

野
鳥
の
姿
と
鳴
き
声
は
、
自
然
の

中
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ジ
ロ
を
詠
ん
だ
俳
句
に
、
富
安

風
生
の
「
見
え
か
く
れ
居
て
花
こ
ぼ

す
目
白
か
な
」
や
、北
林
青
圃
の
「
声

ち
か
き
目
白
に
梢
見
上
げ
た
る
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

（
文
／
え
び
の
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）


